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第15号

　
地
域
力
の
向
上
に 

　
　
　
　
　
期
待
し
て

会 
長　

池
原
範
雄

　

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、

住
民
同
士
が
力
を
合
わ
せ
、
地

域
の
課
題
解
決
や
生
活
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
の

基
盤
で
あ
り
、
住
民
が
主
体
と

な
っ
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
お
き
ま
し
て
も
、
住
民

の
発
想
を
生
か
し
た
取
組
み

や
、
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
を

見
据
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
み

な
ど
、
内
外
か
ら
高
い
評
価
を

い
た
だ
く
中
で
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
大
き
な

力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
誠

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
金
言
と
す
る
言

葉
の
中
に
、「
一
生
懸
命
だ
と

知
恵
が
出
る
。
中
途
半
端
だ
と

愚
痴
が
出
る
。
い
い
加
減
だ
と

言
い
訳
ば
か
り
」（
北
原
照
久
）

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
カ
ッ
コ
い
い
の

は
言
い
訳
を
し
な
い
こ
と
で

す
。

　

 

“
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
自
分
達
に
で
き
る

こ
と
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
れ

ば
、
必
ず
光
が
見
え
て
く
る

し
、
評
価
も
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
”
と
い
う
意
が
込
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
ご
精
進
に
期
待
い

た
し
ま
す
。

　

 

「
エ
ー
コ
リ
ャ
ー
、
三
味
線
三

筋
の
糸
調
べ
、
オ
イ
サ
、
サ
ア
サ

ア
来
い
来
い
ヤ
ワ
リ
ト
ナ
、
エ

イ
ッ
」
浴
衣
着
の
男
が
踊
る
。
手

笠
が
舞
う
。
鳥
取
市
一
番
の
標
高

を
持
つ
高
山
の
麓
、
緑
一
色
の
安

手
踊
り
復
活
か

ら
村
づ
く
り

明
治
地
区
区
長
会

　

会
長　

村
上
誘
子

明
治
地
区

蔵
公
園
ス
キ
ー
場
で
、
平
成
二
十

二
年
よ
り
、
鳥
取
県
東
部
の
十
数

団
体
が
集
い
、「
鳥
取
手
踊
り
・

手
笠
踊
り
の
集
い
」
と
し
て
毎
年

繰
り
広
げ
ら
れ
る
光
景
で
あ
る
。

　

河
内
踊
り
隊
は
、
平
成
十
八
年
、

途
絶
え
て
い
た
河
内
地
区
に
伝
わ

る
「
踊
り
」
を
復
活
・
継
承
す
る

た
め
に
結
成
さ
れ
た
。
地
域
の
敬

老
会
や
文
化
祭
、
鳥
取
県
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
日
本
の
祭

り
に
も
参
加
し
、
他
地
区
と
の
交

流
も
続
け
て
き
た
。

　

十
月
六
日
（
日
）
の
「
第
四
回

集
い
」
開
催
に
向
け
て
、
今

夜
も
遅
く
ま
で
公
民
館
か
ら

練
習
の
声
が
聞
こ
え
る
。

　

踊
り
練
習
後
の
談
話
の
中

で
、
増
え
続
け
る
耕
作
放
棄

地
を
何
と
か
活
用
し
た
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
ソ
バ
作

り
を
始
め
た
。
ソ
バ
が
で
き

れ
ば
、
次
は
そ
ば
打
ち
体
験

を
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
大
晦
日
に
は
、
年

越
し
そ
ば
と
し
て
村
全
戸
に

配
っ
た
。

　

放
棄
地
対
策
は
、
学
校
給

食
用
の
サ
ト
イ
モ
づ
く
り
へ

と
発
展
し
た
。
踊
り
隊
を
中
心
と

す
る
仲
間
は
、
農
作
業
等
受
託
組

合
と
し
て
仲
間
を
増
や
し
、
作
付

面
積
を
年
々
拡
大
、
現
在
九
十

ア
ー
ル
で
サ
ト
イ
モ
栽
培
を
し
て

い
る
。
収
穫
時
に
は
、
多
く
の
村

人
を
雇
い
、
作
業
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
さ
に
村
お
こ
し
で
あ

る
。
作
付
け
の
種
類
も
、
タ
ラ
の

芽
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
、
ラ
ッ
カ
セ
イ
、

ナ
タ
マ
メ
、
コ
ゴ
ミ
、
稲
作
な
ど

へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に
農
業

体
験
、
料
理
教
室
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。
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平
成
二
十
五
年
五
月
十
七
日
、

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
各
地
区
よ
り
選
出
さ
れ

た
百
二
十
一
名
の
代
議
員
が
出
席

し
、
鳥
取
市
自
治
連
合
会
定
期
総

会
及
び
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

講
演
会
で
は
、「
み
ん
な
で
や

ら
い
や
！
支
え
愛
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
テ
ー
マ
で
、
前
鳥
取
県
福

祉
保
健
部
長
、
林
由
紀
子
氏
を
お

迎
え
し
、「
住
み
慣
れ
た
地
域
で

の
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
安

全
で
安
心
な
支
え
愛
の
ま
ち
づ
く

り
が
必
要
。」
と
の
町
内
会
等
地

域
の
連
携
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
池
原
会
長
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
後
、
永
年
に
わ
た

り
町
内
会
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

地
区
会
長
や
町
内
会
長
等
を
務
め

て
退
任
さ
れ
た
三
十
六
名
の
方
々

に
対
し
、
市
長
及
び
自
治
連
合
会

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
竹
内
市
長
及
び
湯
口

市
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
後
、
被
表
彰
者
を
代
表
し
て

若
葉
台
地
区
前
会
長
の
竹
内
榮
子

氏
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

市
政
概
要
で
は
、
竹
内
市
長
か

ら
「
次
の
時
代
を
創
る
」
と
題
し

た
鳥
取
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
長
団
に
下
澤
中
ノ
郷

地
区
会
長
と
土
橋
明
徳
地
区
会
長

を
選
出
し
、
議
案
の
審
議
に
入
り
、

以
下
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◦
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
報
告
、
監
査
報
告

◦
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画

（
案
）及
び
収
支
予
算（
案
）

◦
役
員
の
承
認

　
　
　
　
　

 

（
文
責　

事
務
局
）

平
成
二
十
五
年
度

定
期
総
会

監
　
事

監
　
事

監
　
事

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

会
　
長
新
　 

役 

　
員

西
　
村
　
浩
　
一

竹
　
森
　
貞
　
美

大
　
西
　
隆
　
秀

村
　
山
　
洋
　
一

南
　
部
　
　
　
敏

渡
　
邊
　
勘
治
郎

房
　
安
　
一
　
也

山
　
田
　
建
　
雄

池
　
原
　
範
　
雄

　

若
葉
台
地
区
は
、
平
成
元
年
か

ら
入
居
が
始
ま
っ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
で
あ
り
ま
す
。
現
在
約
一
、
五

〇
〇
世
帯
、
人
口
五
、
〇
〇
〇
人

の
規
模
で
あ
り
ま
す
が
、
自
治
会

発
足
一
六
年
の
若
い
街
で
あ
り
歴

史
、
伝
統
文
化
等
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
周
囲
の
景
観
、
緑
い
っ
ぱ
い

の
町
並
み
は
『
都
市
景
観
大
賞
』

（
一
九
九
九
都
市
一
〇
〇
選
）
に

輝
く
心
豊
か
な
街
で
す
。
こ
の
景

観
を
次
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
、
そ

し
て
こ
の
地
を
我
が
『
ふ
る
里
』

と
し
て
創
造
す
る
喜
び
を
地
域
住

民
の
合
言
葉
と
し
、
課
題
の
共
有

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
基
調

に
、
他
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

を
深
め
合
い
な
が
ら
、
住
民
参
加

の
諸
事
業
を
楽
し
く
推
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

以
下
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

事
業
の
う
ち
、
二
件
に
つ
い
て
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
『
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｉ
イ

ル
ー
ジ
ョ
ン
（
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
）』
と
、『
コ
ン
サ
ー
ト
』

平
成
二
二
年
度
よ
り
一
二
月
ク

リ
ス
マ
ス
の
期
間
に
公
民
館
前

広
場
に
て
開
催
。

　

毎
年
メ
イ
ン
テ
ー
マ
（
絆
、
仲

間
な
ど
）
を
設
定
し
、
約
一
八
、

〇
〇
〇
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
彩
り
、
若

葉
台
保
育
園
児
の
ラ
ン
タ
ン
、
若

葉
台
小
学
校
生
徒
に
よ
る
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
を
合
わ
せ
て
実
施
し

好
評
を
得
て
い
ま
す
。
年
々
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、「
若

葉
台
冬
の
風
物
詩
」
と
し
て
定
着

さ
せ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

②
若
葉
台
地
区
内
主
要
四
道
路
に

愛
称
を
つ
け
ま
し
た
。

　

地
区
住
民
の
ア
イ
デ
ア
（
六
七

五
点
）
を
募
り
、
地
区
内
外
の
関

係
各
位
に
よ
り
入
賞
者
を
決
定
し

表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　
《
道
路
名
》

　
　

①　

わ
か
ば
中
央
通
り

　
　

②　

山
の
手
通
り

　
　

③　

郵
便
局
通
り

　
　

④　

わ
か
ば
産
業
通
り

　

こ
の
道
路
名
を
内
外
に
周
知
す

る
と
共
に
、
道
路
の
愛
称
に
愛
着

を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
こ

の
ほ
ど
産
業
振
興
機
構
近
く
に
、

縦
四
メ
ー
ト
ル
、
横
五
メ
ー
ト
ル

の
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

住
民
参
加
の

ふ
る
里
づ
く
り

若
葉
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

会
長　

中
林
興
太
郎

若
葉
台
地
区

ＷＡＫＡＢＡＤＡＩイルージョン
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♪
ホ
ン
ニ
ヨ
イ
ト
コ
、

　
美
保
南

美
保
南
地
区
区
長
会

　

会
長　

西
垣
佳
則

美
保
南
地
区

　

美
保
地
区
よ
り
分
離
誕
生
し
て

二
十
七
年
。
当
地
区
に
は
『
美
保

南
音
頭
』
と
い
う
地
区
の
歌
が
あ

り
ま
す
。“
ホ
ン
ニ
ヨ
イ
ト
コ
、

美
保
南
”
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

◆
ど
こ
へ
行
く
に
も
ア
ク
セ
ス
抜
群

　

鳥
取
駅
へ
車
で
五
分
。
地
区
の

ど
真
ん
中
を
国
道
二
十
九
号
と
五

十
三
号
が
立
体
交
差
し
て
お
り
、

さ
ら
に
鳥
取
自
動
車
道
の
開
通
で

ど
の
方
面
へ
行
く
に
も
交
通
至
便

な
と
こ
ろ
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
交
通
事
故
の
危
険
性

も
高
く
、
地
区
を
あ
げ
て
交
通
安

全
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
公
民
館
を
拠
点
に
多
彩
な
活
動

　

こ
ど
も
と
地
域
の
ふ
れ
あ
い
事

業
「
子
ど
も
将
棋
教
室
」「
子
ど

も
生
け
花
教
室
」
や
「
男
の
料
理

教
室
」「
お
せ
ち
料
理
講
習
会
」。

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
「
野
菜

作
り
教
室
」「
か
ま
焼
き
」「
し
め

縄
づ
く
り
」
な
ど
の
活
動
は
多
彩

で
す
。
そ
の
模
様
は
毎
月
発
行
の

「
公
民
館
だ
よ
り
」
や
Ｈ
Ｐ
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

◆
身
近
で
普
段
着
の
地
域
交
流

　

元
旦
恒
例
の
新
年
互
礼
会
、
全

教
職
員
と
地
区
住
民
で
開
く
「
小

学
校
教
職
員
歓
送
迎
会
」。
田
植

え
・
稲
刈
り
体
験
、
登
下
校
時
の

安
全
誘
導
な
ど
地
域
と
学
校
の
交

流
や
福
祉
施
設
「
な
ご
み
苑
」
の

餅
つ
き
奉
仕
な
ど
各
種
団
体
が
主

体
と
な
っ
て
地
域
と
密
着
し
た
普

段
着
の
交
流
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

◆
災
害
に
強
い
、
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り

　

村
ま
つ
り
や
地
蔵
盆
な
ど
伝
統

行
事
の
残
る
昔
か
ら
の
集
落
と
昭

和
五
十
年
代
以
降
に
生
ま
れ
た
新

し
い
町
区
は
、
お
互
い
の
長
所
を

学
び
合
い
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
が
提
唱
し
て
い
る
『
住
み

よ
い
・
魅
力
あ
る
美
保
南
』
を
目

標
に
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
防
災
組

織
の
確
立
・
整
備
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
“
美
保
南
に
住
ん

で
い
て
よ
か
っ
た
”
と
実
感
で
き

る
地
域
を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
い

ま
す
。

一年のスタートは元旦恒例
「新年互礼会」

美保南小学校の「遠足ボランティア」

平成25年度 先進地研修視察概要
　本年度の先進地研修視察は、市民が主役のまちづくりに積極的に取組まれている、広島県福山市自治会連合
会を選定し、去る６月27日（木）午後１時10分から福山市熊野公民館で開催されました。
　研修会には、鳥取市自治連合会から、池原範雄会長を始め地区会長29名（代理出席七名を含む）と事務局
２名が参加し、福山市自治会連合会からは貝田顧問、櫻井副会長ほか役員、岡本生涯学習センター所長、佐藤
公民館長、事務局員など多数のご出席をいただきました。
　研修会では、両市自治連代表のあいさつに始まり、テーマの一つである「協
働のまちづくり」について、小学校区を基本に公民館単位に設立された「まち
づくり推進委員会」に在住行政職員が配置されているなど、懇切丁寧な説明を
受けました。その後、具体的な実践例として、地域住民の運営による「法人熊
野ふれあい広場“クローバー”」について、過疎化が進む地域のふれあい場所として①賑わいの創出、②コミュ
ニティの再生、③買物不自由者の解消支援など、地域活性化を目指す活動を発表していただきました。
　鳥取市自治連合会からは、平成の大合併に伴う「自助」「共助」「公助」の在り方や、自治会運営など掘り下
げた質疑応答が活発に交わされ、実りある研修となりました。
　研修会終了後、ふれあい広場“クローバー”を見学し、今回の全日程を終了しました。　　 （文責　西村）
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祝 

藍
綬
褒
章
受
章
　
池
原
範
雄 

会
長

　
平
成
二
十
五
年
春
の
褒
章
で
、
全
国
自
治
会
連
合
会
副
会
長
並
び
に

鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
会
長
と
し
て
、
長
年
住
民
自
治
活
動
の
推
進
に

ご
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
月
十
六
日
、
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
東
京
で
の
伝
達
式
終
了
後
、
宮
中

「
豊
明
殿
」
に
お
い
て
天
皇
陛
下
に
拝
謁
さ
れ
ま
し
た
。

■■■■編 集 後 記

鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
の
動
き

平
成
二
十
四
年
度

◇
中
四
国
自
治
会
連
絡
協
議
会

　

第
十
三
回
中
四
国
自
治
会
連
絡

協
議
会
が
、
二
月
二
十
一
日
、
米

子
市
「
芙
蓉
別
館
」
を
会
場
に
開

催
さ
れ
、
岡
山
、
広
島
、
山
口
、

香
川
、
高
知
、
鳥
取
の
各
県
（
市
）

連
代
表
、
計
八
十
名
が
参
加
し
、

来
賓
と
し
て
平
井
鳥
取
県
知
事
、

野
坂
米
子
市
長
に
ご
臨
席
い
た
だ

い
た
。（
平
成
二
十
五
年
度
は
香

川
県
高
松
市
開
催
予
定
）

◇
鳥
取
力
創
造
ま
つ
り
二
〇
一
三

（
三
月
二
十
日
、
と
り
ぎ
ん
文

化
会
館
）

◦
鳥
取
県
主
催
、
鳥
取
県
自
治
会

連
合
会
後
援
。
県
内
自
治
会
関

係
者
約
四
百
名
参
加
。（
う
ち

県
連
関
係
八
十
名
）

平
成
二
十
五
年
度

◇
平
成
二
十
四
年
度
監
査
会

　
　
　
　
　
　
　

 
（
四
月
三
日
）

◇
第
一
回
正
副
会
長
会

　

 

（
六
月
十
日
、
倉
吉
市
役
所
）

◇
平
成
二
十
五
年
度
総
会
及
び
研

修
会

（
七
月
十
一
日
、
鳥
取
市
福
祉
文

化
会
館
）

◎
総
　
会

◦
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
報
告
、
監
査
報
告

◦
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画

（
案
）及
び
収
支
予
算（
案
）

◦
役
員
選
出

◎
研
修
会

◦
「
市
町
村
行
財
政
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
」

　
　

県
地
域
振
興
課
長

　
　
　
　
　
　

新　
　

貞
二　

氏

浜
坂
地
区
が 

　
目
指
す
の
は 

み
ん
な
の
心
の 

　
オ
ア
シ
ス
で
す

オ
ア
シ
ス
浜
坂
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

会
長　

西
垣
満
昭

浜
坂
地
区

　

私
た
ち
浜
坂
地
区
の
協
議
会
が

設
立
さ
れ
た
の
は
平
成
二
十
一
年

二
月
、
市
が
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
元
年
」
と
位
置
づ
け
た
年
で
し

た
。

　

当
地
区
は
市
の
北
東
端
に
位
置

し
、
四
十
年
く
ら
い
前
か
ら
宅
地

造
成
が
進
み
、
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
の

色
合
い
が
濃
厚
で
す
。
近
年
、
核

家
族
化
・
少
子
高
齢
化
が
進
展
す

る
中
で
、
個
性
の
尊
重
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
保
護
が
叫
ば
れ
、
年
々

人
間
関
係
が
希
薄
に
な
り
、
住
民

の
孤
立
が
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う

な
時
に
、
人

と
人
と
が
つ

な
が
る
た
め

の
「
あ
い
さ

つ
運
動
の
推

進
」
を
最
重

点
の
行
動

目
標
に
据

え
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

形
成
の
核

と
し
、
さ

ら
に
、
従

来
か
ら
の

事
業
を
自

治
連
合
会
と
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
共
催
し
て
、
地
域
住
民
を
繋
ぐ

五
大
事
業
（
新
年
を
祝
う
会
・
合

同
運
動
会
・
納
涼
祭
・
敬
老
会
・

公
民
館
祭
り
）
と
位
置
づ
け
、「
集

い　

ふ
れ
あ
い　

助
け
合
い
」
を

テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、
概
要
を
知

ら
せ
る
「
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｓ
」
も
六
十
五
号
に
及
ん
で
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
地
域
の
防
災
力
の
向

上
を
図
る
た
め
「
防
災
マ
ッ
プ
」

の
作
成
と
、
災
害
時
要
援
護
者
支

援
制
度
の
普
及
促
進
に
努

め
、
浜
坂
地
区
が
、
い
つ

ま
で
も
安
心
・
安
全
に
暮

ら
せ
る
地
区
で
あ
る
と
誇

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

納涼祭盆踊り大会を盛り
上げる太鼓の響き　　　

全
国
自
治
会
連
合
会
の
動
き

◇
第
一
回
常
任
理
事
会

　

 

（
四
月
二
十
六
日
、
根
室
市
）

◇
事
務
局
担
当
者
会
議

　
　
　

 

（
六
月
二
十
日
、
東
京
）

◇
第
二
回
常
任
理
事
会
及
び
第
一

回
理
事
会

　
　

 

（
六
月
二
十
一
日
、
東
京
）

　

 

「
自
治
連
だ
よ
り
」
創
刊
か
ら
八
年
が
経
過
し
、
そ
の
間
、

関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、
各
地
区
の
特
色
あ
る
自
治
会
活

動
な
ど
、
全
市
四
十
一
地
区
の
情
報
も
第
十
四
号
で
一
巡
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
賛
助
広
告
欄
に
つ
い
て
も
、
市

当
局
の
ご
理
解
に
よ
り
財
源
増
額
を
い
た
だ
き
、
お
陰
様
で
広

告
な
し
で
編
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
好
意
に
応
え
る
べ
く
、
委
員
一
同
更
な
る
紙
面

の
充
実
に
努
め
る
所
存
で
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
広
報
委
員
長　

渡
邊
）

公民館祭で賑わう「まち協」の出店


